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No.５

仕事の仕事の

No.４

仕事の仕事のアワビとナマコの取扱いに
ご注意ください！
～水産流通適正化制度について～

　
皆
さ
ん
は
、
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
は
お

好
き
で
し
ょ
う
か
。
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ

は
沿
岸
域
に
生
息
し
、
容
易
に
採
捕
で

き
る
こ
と
か
ら
密
漁
も
各
地
で
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
漁
獲
量
が
減

少
し
、
資
源
の
持
続
的
利
用
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
、
適
正
な
漁
業
者
等
の
経
営

が
圧
迫
さ
れ
る
な
ど
、
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
り
、
違
法
に

漁
獲
さ
れ
た
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
を
排
除

す
る
制
度
と
し
て
、「
特
定
水
産
動
植
物

等
の
国
内
流
通
の
適
正
化
等
に
関
す
る

法
律
」
が
令
和
４
年
12
月
１
日
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
に
よ
り
、
対
象
水
産
物
で

あ
る
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
を
採
捕
す
る
事

業
者
や
加
工
・
流
通
等
を
行
う
事
業
者

は
届
出
が
必
要
と
な
っ
た
ほ
か
、
採
捕

事
業
者
か
ら
流
通
業
者
、
販
売
者
へ
と

流
通
す
る
各
過
程
で
16
桁
の
漁
獲
番
号

を
伝
達
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
漁

獲
番
号
が
付
さ
れ
て
い
な
い
ア
ワ
ビ
・

ナ
マ
コ
は
流
通
で
き
な
い
よ
う
に
な
り

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
農
政
課

☎
０
９
８ 

ー 

８
６
６ 

ー 

１
６
２
７

お
問
合
せ
先

農
林
水
産
部
　
消
費
・
安
全
課

☎
0
9
8 

ー 

8
6
6 

ー 

１
６
７
２

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
信
頼
で
き

る
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
の
流
通
が
促
進
さ

れ
、
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
が
期

待
で
き
ま
す
。

　
沖
縄
県
内
に
お
い
て
も
ナ
マ
コ
漁
が

行
わ
れ
て
お
り
、
年
中
採
捕
さ
れ
て
い

ま
す
。
た
だ
し
、
今
帰
仁
漁
協
、
本
部

漁
協
、
名
護
漁
協
及
び
羽
地
漁
協
で
は
、

６
月
１
日
〜
８
月
31
日
の
期
間
が
ナ
マ

コ
の
産
卵
期
に
あ
た
る
た
め
、
禁
漁
期

間
を
設
定
し
て
資
源
維
持
を
図
っ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。

　
沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
、
ア
ワ
ビ
・

ナ
マ
コ
を
取
り
扱
っ
て
い
る
外
食
事
業

者
、
小
売
店
等
に
お
い
て
、
流
通
過
程

で
漁
獲
番
号
の
伝
達
が
行
わ
れ
て
い
る

か
の
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
採
捕
者
、
流
通
関
係
者
、
販
売
者
、

消
費
者
等
へ
幅
広
く
制
度
の
周
知
を
行

い
、
ア
ワ
ビ
・
ナ
マ
コ
の
適
正
流
通
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

〜
優
良
事
例
の
ご
紹
介
〜

　
今
帰
仁
漁
協
で
は
、
ナ
マ
コ
は
９
月

か
ら
翌
年
５
月
に
か
け
て
漁
獲
さ
れ
て

お
り
、週
に
３
日
程
度
出
漁
し
、マ
ク
ブ
、

ア
カ
ジ
ン
、
タ
コ
の
素
潜
り
漁
の
際
に
、

ナ
マ
コ
も
採
捕
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
今
回
の
新
た
な
制
度
に
つ
い
て
、
所

属
の
組
合
員
（
漁
業
者
）
へ
の
普
及
・

啓
発
に
苦
慮
し
ま
し
た
が
、
ナ
マ
コ
を

扱
う
組
合
員
と
の
意
思
疎
通
を
よ
く
図

り
、
採
捕
事
業
者
と
し
て
の
届
出
を
円

滑
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

▲水産流通適正化制度の概要

▲非漁業者の検挙件数及びなまこ・あわびの漁獲量の推移（水産庁HP）

▲ジャノメナマコ（沖縄県提供）意見陳述人の皆様と記念撮影

意見陳述人の皆様と検証部会委員との間で意見交換

　
我
が
国
の
農
業
政
策
の
基
本
理
念
や

政
策
の
方
向
性
を
示
す
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法（
以
下「
現
行
基
本
法
」）は
、

平
成
11
年
に
制
定
さ
れ
、
約
20
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
国
内
市
場
の

縮
小
や
生
産
者
の
減
少
・
高
齢
化
な
ど
、

農
業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
さ
ら
に

昨
今
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
や
輸
入

食
料
・
資
材
の
価
格
高
騰
な
ど
、
食
料

安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

農
林
水
産
省
で
は
、
今
が
農
政
の
タ
ー

ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
を
迎
え
て
い
る
と
の

強
い
意
識
の
も

と
、
昨
年
10
月

か
ら
食
料
・
農

業
・
農
村
政
策

審
議
会
基
本
法

検
証
部
会
に
お

い
て
、
現
行
基

本
法
の
検
証
・

見
直
し
に
関
す

る
議
論
を
合
計

16
回
行
っ
て
き

ま
し
た
。ま
た
、

５
月
29
日
に
は

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
た
「
中
間
と

り
ま
と
め
」
を
行
う
と
と
も
に
、
こ
れ

に
つ
い
て
広
く
国
民
の
皆
様
か
ら
意
見

を
伺
う
た
め
、
７
月
〜
８
月
に
全
国
11

か
所
で
地
方
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、

沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
８
月
９
日
に
宮
古

島
市
に
お
い
て
、
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ

ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
本
意
見
交
換
会
に
は
、
意
見
陳
述
人

と
し
て
宮
古
島
市
の
各
分
野
で
活
躍
さ

れ
て
い
る
方
々
を
お
招
き
し
、
検
証
部

会
委
員
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
離

島
な
ら
で
は
の
事
情
を
踏
ま
え
た
今
後

の
農
業
の
あ
り
方
な
ど
、
現
場
の
貴
重

な
声
を
伺
い
ま
し
た
。

【
意
見
陳
述
人
の
方
々
か
ら
の
ご
意
見
】

・
沖
縄
県
は
、
離
島
ご
と
に
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
や
特
性
が
異
な
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
島
で
環
境
や
特
性
を
活

か
し
た
シ
ス
テ
ム
作
り
が
重
要

・
経
営
基
盤
が
脆
弱
な
離
島
地
域
に
お

い
て
は
、
小
規
模
で
も
経
営
感
覚
に
優

れ
た
経
営
体
の
育
成
を
優
先
す
べ
き

・
高
校
生
か
ら
ス
マ
ー
ト
農
業
を
学
ぶ

「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
基
本
法
検
証
部
会
　

地
方
意
見
交
換
会（
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
）」を

宮
古
島
で
開
催
し
ま
し
た
！

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
て
ほ

し
い

・
離
島
地
域
に
お
い
て
は
、
輸
送
費
も

含
め
た
農
家
の
負
担
が
増
大
し
て
い

る
た
め
、
そ
れ
ら
の
生
産
コ
ス
ト
の

上
昇
分
が
し
っ
か
り
と
生
産
物
販
売

価
格
に
反
映
さ
れ
、
再
生
産
に
つ
な

が
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
が
必
要  

等

　
こ
の
ほ
か
に
も
様
々
な
ご
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
詳
細
は
農
林
水

産
省
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
意
見

交
換
会
の
概
要
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
後
、
沖
縄
ブ
ロ
ッ
ク
を
含
め
た

全
国
の
意
見
交
換
会
で
出
た
意
見
等
を

踏
ま
え
て
、
令
和
５
年
９
月
11
日
に
食

料
・
農
業
・
農
村
政
策
審
議
会
基
本
法

検
証
部
会
に
お
い
て
「
最
終
と
り
ま
と

め
」
が
行
わ
れ
、
農
林
水
産
大
臣
へ
答

申
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

答
申
を
踏
ま
え
、
農
林

水
産
省
で
は
現
行
基
本

法
の
改
正
に
向
け
た
具

体
的
な
検
討
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。
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個人経営 みゆきFARM代表

多良間地区さとうきび生産組合組合長

農業生産法人有限会社楽園の果実　代表取締役社長

沖縄県農業協同組合　宮古地区営農振興センター長

沖縄県立宮古総合実業高等学校　生物生産科２年

宮古製糖株式会社　取締役那覇事務所長

フードバンクんまんま（宮古島市社会福祉協議会地域福祉課係長）

沖縄県農林水産部宮古農林水産振興センター　農業改良普及課長
※敬称は省略させていただいております。

意見交換会の会場の様子

地方意見交換会（沖縄ブロック）議事概要


